
ＡＬ制覇へ向け、新たな戦いが始まる！ 
AL제패를 향해 새로운 싸움이 시작된다! 
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昨シーズンの悔しさを晴らす！ 
韓国勢躍進の鍵は、クレインズ

と、”新生”バックスの対戦か。 
 
アジアリーグアイスホッケー（AL）2008-2009シーズ

ンは、韓国勢2チームが揃ってプレーオフへ進出したも
のの、総合順位を上げられずに終わった。レギュラー

リーグ（RL）を1位で通過したアニャンハルラ、照準をプ
レーオフに合わせていたHigh1ともに苦杯を嘗めた。 
ハルラが2008-2009シーズンプレーオフ・セミファイ

ナルで敗れてから約6か月、High1がファーストラウンド
で敗れてから約 7 ヶ月 経 ち 、 2009年 9月 19日 に
AL2009-2010シーズンが開幕する。 
悔しい想いをした両チームは、今シーズンをどのよう

に戦うのであろうか。まずは昨シーズンの対戦成績か

ら振り返ってみよう。 
 

AL2008-2009 RLの戦績  

 
 

韓国勢は王者クレインズとの成績が飛び抜けて悪

い。プレーオフでも明らかだったように、1点差負けが
多く、善戦しても勝ちきれなかった。今シーズンは、クレ

インズ相手にひとつでも多く白星を挙げる事が上位を

狙うには欠かせない。「善戦」を勝利に結びつける事

が絶対的に必要だ。  

 
もう1チーム、気になる相手がいる。 
昨シーズンで廃部となったSEIBUプリンスラビッツから、

大量6人の補強を行なった日光アイスバックスである。 
昨シーズン、バックスからハルラは6勝、High1は5

勝と、いわば「お得意様」であった。しかし日本代表ク

ラスの選手を含む、ほぼ1セット分補強したバックスを、
昨シーズンのように考えていると痛い目に合うのは明

白だ。 
 
韓国2チームはこれら相手にどう立ち向かうのか。

今シーズンに向けたチーム編成で見えてくるものがあ

る。 
ハルラは、昨シーズン大活躍した「青い目のスペシ

ャルセット」が残留。High1は、2007-2008シーズンを
RL2位に押し上げた原動力、ティム･スミスの復帰だ。 
どちらも攻撃の要となる選手達である。ハルラも

High1も「圧倒的な攻撃力」により、ライバルを駆逐す
る目論見のようだ。 
両チームの磨きを増した攻撃力が今シーズンの見

所となるであろう。 
 

 
新生バックスとの戦いが注目される【撮影＝手塚雅昭】 

 
 

[参考 ]2008-2009RL個人成績  
ブロック・ラドゥンスキ：29G,28A（MVP、得点王、ポイント王） 
パトリック･マルティネツ：37A（ポイントランキング2位） 

[参考 ]2007-2008RL個人成績  
ティム･スミス：23G,23A（得点王、ポイントランキング3位） 

 

負けられない戦い、韓国ダービー  
High1がALに参加した2005-2006シーズン（当時は

カンウォンランド）以降、お互いに「負けられない相手」

と闘志を燃やしているのが『韓国ダービー』だ。勝

敗だけで見ると、過去はどちらかのチームに偏った傾向

があり、多く勝った方が総合順位で上に位置している。  
昨シーズンは五分の成績であった両チーム。今シー

ズンはどちらが抜け出すのか、意地の張り合いとなる

ゲームは見逃せない。今シーズンの開幕戦は、韓国ダ

ービーで始まる。この開幕3連戦が今シーズンの行く
末を占う事となるであろう。 

 
韓国ダービーの勝利数（RL）と総合順位  

 

  ハルラ  High1* 
2005-2006 （9回戦）  8勝（→2位）  1勝（→7位） 
2006-2007 （6回戦）  1勝1分（→5位） 5勝1分（→4位）  
2007-2008 （6回戦）  2勝1分（→5位） 4勝1分（→2位）  
2008-2009 （6回戦）  3勝（→3位） 3勝（→5位） 

 

* 2005-2006、2006-2007シーズンは、カンウォンランド

クレインズ SEIBU ハルラ イーグルス High1 シャークス バックス

ハルラ 1勝5敗 4勝2敗 5勝1敗 3勝3敗 6勝0敗 6勝0敗
High1 0勝6敗 2勝4敗 3勝3敗 2勝4敗 2勝4敗 5勝1敗




